
シ
ラ
イ
ト
ダ
キ
白
紙
瀦
凶
品
川
棚
能
育
部
下
の

宮
川
谷
内
に
在
っ
て
、
水
制
〈
銀
総
を
懸
け
る
如
く

で
あ
り
、

一
に
出
回
線
制
と
も
都
す
る
。
海
流
に
山
淑

ジ
ヨ
ロ
ウ
イ
シ
女
郎
右

綱
同
部
千
，
測
に
在
る

陰
有
そ
い
ふ
。
お
さ
三
米
抗
、
迦
り
八
米
。

ジ
ヨ
ロ
ウ
ダ
キ
女
郎
選

江

沼

郡
九
谷
の
東
南

山
巾
に
あ
り
、
高
吉
一

O
米
。
下
流
千
束
棋
と
な
り
、

途
に
大
抱
一
一
寺
川
に
入
る
。
そ
の
形
容
の
艶
麗
な
る
が

放
に
名
付
け
る
と
い
ふ
。

ジ
ヨ
ロ
ウ
ダ
キ
女
郎

灘

河

北
部
疋
部
谷
の
束

に
在
る
。
直
下
二
七
米
、
幅
三

O
穫
だ
が
水
筒
を
唱

す
時
は
一
米
除
と
な
る
。

ジ
ヨ
ロ
ウ
パ
カ
女
部

芸

能

美
郡
串
茶
屋
の
東

出
郊
外
に
、
岡
村
の
遊
女
を
糾
っ
た
誕
地
が
あ
っ

て
、
地
方
人
は
そ
れ
を
女
郎
幕
と
言
う
て
尉
る
。
混

に
存
す
る
も
の
十
沢
法
、
貸
出
町
に
初
っ
て
高
位
に
終

り
、
椛
ね
戒
名
・俗
名
・忌
民
を
杷
L
、
或
は
そ
の
年

齢
と
紋
所
と
を
刻
し
て
あ
る
。

シ
ラ
イ
シ
白
石

川
一フ

J
Y
Fフ
セ
自
制
問
。

シ
ラ
イ
シ
シ
ョ
ウ
テ
ロ
ウ
白
石
庄
九
郎

叉
舵

九
郎
に
作
る
。

部
は
一
政
秋
。
羽
咋
郡
白
相
聞
の
人
。
閥

抗
の
お
取
を
越
中
の
石
黒
信
聞
に
県
び
、
そ
の
文
化

十
年
三
且
潟
げ
た
鉱
泉
の
奉
額
は
、
も
と
岡
部
気
多

神
社
に
在
っ
た
。

月
日
間
守
そ
記
秘
し
て
あ
る
。

ジ
ヨ
ヨ
ウ
恕
陽

J
コ
ウ
ザ
Y
ジ
ヨ
ヨ
ウ
鹿

山
恕
除
。

ジ
ヨ
リ
ュ
ウ
如
柳

』
タ
チ
ヤ
ジ
ヨ
リ
ュ
ウ

館
屋
如
柳
。

シ
ヨ
リ
ュ
ウ
へ
イ
ロ
ン

諸
流
丘
一
論
一
加
。
創

術
の
諸
流
に
就
い
て
論
僻
し
た
お
で
、
立
苧
保
四
年
六

月
八
島
宇
政
お
次
が
そ
の
門
人
熊
谷
忠
右
衛
門
に
奥

へ
た
'も
の
で
あ
る
。

ショ
ーー
シ
フ

魚
そ
援
す
る
。

シ
ラ
ウ
ヲ
白
魚

加
賀
芯
微
に
い
ふ
。
貸
出
附
十

一

三
年
の
加
賀
物
産
制
服
に
、
『
白
魚
、大
野
村
』
と
紘

一

せ
、
加
賀
物
産
志
に
、『晶町役
、
白
魚
或
は
大
野
プ

リ

一

と
い
ふ
。
七
月
よ
り
三
且
取
る
。
』と
あ
る
。
こ
の
由

一

魚
は
河
北
潟
に
査
し
、
今
い
中
山
党
結
跡
で
、
食
物
本

一

草
の
鋭
魚
に
治
る
。
白
魚
は
松
選
公
夜
穏
に
、
中
村

一

刑
部
が
江
戸
品
川
か
ら
持
来
っ
て
放
殺
し
た
に
初
る

一

と
し
、『
陽
春
院
採
御
腕
式
に
耐
刑
部
剛
巾
。
』
と
あ
る

一

が
、
防
容
院
は
利
日
第
六
女
で
、
刑
部
の
死
後
に
佐

一

ま
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
防
府
院
即
ち
前
川
光
一一仙の

一

烈
で
あ
ら
う
と
あ
る
。
し
か
し
あ
の
魚
そ
活
迭
し
得

一

シ
ヲ
カ
生
白
方

法
洲
郡
袋
路
の
内
の
小
字
。

た
と
は
忠
は
れ
ぬ
。
原
産
で
あ
ら
う
。

一
地
制
に
白
形
に
作
る
も
の
が
あ
る
。

シ
ラ
ヱ
自
江

能
架
部
腕
前
叫
郷
に
関
す
る
邸
前
、
一

シ
ラ
コ
ウ
ラ
白
子
浦

羽

咋

郡
泌
伎
の
鈎
で
、

源
平
山
町
袋
促
僻
永
二
年
荒
月
二
日
の
僚
に
、『郎
氏
は

一
米
議
械
の
商
北
二
粁
依
に
在
る
。
そ
の
砂
斤
青
白
子

篠
原
に
城
崎
明
そ
例
て
有
け
れ
ど
も
、
大
勢
打
向
け
れ

一
山
と
い
ひ
、
近
郷
の

v引
何
年
そ
こ
で
内
力
を
似
す
。

ば
地
ず
し
て
、
佐
見
・白
江
・成
A
H
池
打
泊
て
、
安
宅

一

シ
ラ
ザ
キ
白
崎

風
来
祁
大
川
の
部
古
川
商
方
の

波
住
吉
凶
に
引
退
て
仰
を
取
。
』と
あ
る
の
は
、
序
次

一
脚
。

を
失
し
て
日
る
。
文
こ
L
に
は
白
江
m
M
T
が
民
た
と

一

シ
ラ
サ
キ
ゲ
ン
シ
ン
白
崎
玄
毘

初
名
玄
水
。

も
い
ふ
が
、
銀
法
も
似
逃
も
存
せ
ぬ
。

一
文
化
七
年
御
障
者
と
し
て
召
出
さ
れ
、
十
人
扶
持
官

シ
ラ
エ
ウ
ヂ
白
江
氏

飽
車
分
脈
に
、
復
結
成

一
交
け
た
。
子
孫
玄
令
・玄
立
相
織
ぐ
。

民
の
子
自
江
新
什
m
M
平
、
そ
の
蛸
子
間
新
介
却
時
間
、

一

シ
ラ
hmキ
白

線
能
安
部
新
保
地
内
で
、
邸
訴

二
男
同
三
郎
奴
家
、
三
男
間
四
郎
光
授
、
凶
男
同
六

「
か
ら
凶
府
八
粁
の
M
T
谷
に
あ
る
深
布
。
一
両
さ
部
抗

郎
忠
祭
、
即日時間の
子
同
揃
一

一郎日
以範
、
二
男
同
四
郎

一
米
o

nH
置
と
あ
る
。
能
業
部
名
蹴
誌
に
、
白
江
新
介
奴
平

一

シ
ラ
生
キ
白
瀦
能
安
部
丸
山
に
あ
る
が
般
に
、

と
そ
の
子
景
山
聞
は
、
本
部
白
江
村
に
時
位
し
た
の
で

一
丸
山
自
制
と
も
い
ふ
o
m
w
m
か
ら
梨
へ
九

O
O米
、

あ
る
と
す
る
。

一
杖
従
来
の
傍
に
あ
る
。
高
さ
二
七
米
。

シ
ラ
エ
シ
ョ
ウ
白
江
産

能
袈
郡
に
在
っ
た
。

一

シ
ラ
タ
キ
白
灘
珠
洲
部
若
山
庄
に
闘
す
る
部

室
町
殴
日
記
に
、
『
加
賀
凶
白
江
庄
の
筒
引
跡
目
に
附

一
一
柄
。
村
名
問
来
訟
に
、『
此
村
領
の
内
揃
有
之
に
付
、

て
、
長
阪
方
へ
段
々
恐
り
を
巾
け
れ
ば
、
筑
前
守

一
自
制
村
と
巾
同
巾
州
問
候
。
』
と
あ
る
。

一
昨
附
以
密
政
御
所
へ
巾
上
ら
る
と
苫
々
。
』
と
見
え
る
。

一

シ
ラ
主
キ
ヤ

f
y
白
灘
薬
師
珠
洲
郡
白
翻
(
部

こ
れ
は
永
撤
回
年
比
の
こ
と
で
、
治
時
ま
で
商
郷
某

一
一栴名
U

に
在
る
。
能
稜
総
に
、
『自
制
と
て
白
稲
あ

の
知
行
所
で
あ
っ
た
の
官
、
開
宜
主
年
に
は
科
府
の
料

一
・
り
。
天
位
一mm
来
の
館
像
と
い
ひ
餅
ふ
る
畑
町
駿
い
ち
じ

腕
と
し
た
文
自
が
あ
る
。

シ
ラ
ヱ
ナ
リ
ツ
グ
白
江
成

総

泊

椛
金
十
郎
。

天
間
六
年
焚
多
太
夫
成
典
の
也
知
百
六
十
六
石
三
斗

九
升
hg
m
世
ぎ
、
御
山
均
廻
に
斑

L
、
改
作
務
行
・
初
場

怒
行
よ
力
次
第
に
昇
泌
し
て
、
文
政
=
一
年
椴
百
「
引
を

加
へ

、
品
世
に
新
婚
山
肌
に
京
り
、
六
年
致
仕
し
て
休
悦

と
蹴
し
、
二
十
人
扶
持
宇
一
受
け
た
。

シ
ラ
エ
リ
ン
エ
ツ
白
江
林
柏
田
初
め
問
問
努
古
口

及
び
京
厳
丹
後
守
に
付
へ
た
が
、
後
前
凶
利
品
の
臣

と
な
っ
て
二
百
石
bz
受
け
た
。
子
源
相
綴
い
で
滞
に

仕
へ
る
。

. 
‘き易 シ

ラ
ネ
シ
ユ
ウ
白
根
集
一
加
。

金
相
仰
の
俳
人

資
年
組
。
第
永
三
年
金
持
集
雅
滋
石
立
屋
文
二
仮
。

加
能
越
=
一
ヶ
凶
の
釧
人
の
句
を
集
め
、
巻
末
に
附
合

も
あ
る
。
?
名
に
就
い
て
は
『
郁
式
の
限
約
を
竪
〈

る
し
き
築
附
あ
り
。
』
と
見
え
、
こ
の
諜
師
を
自
制

抽
出
仰
と
抑
制
す
る
。

シ
ラ
h
F
7

民
珠
市
山
都
銀
第
十
入
容
に
、
大
伴

シ''守

家
持
が
詠
じ
た
『
鍔
ν
附
=
京
家
-
一
肌
=
由
民
珠
-欲
。
珠

洲
之
安
甑
能
、
於
伎
都
未
可
羨
商
、
伊
利
多
利
豆
、

可
郁
伎
等
統
mp
伊
布
、
安
彼
枇
多
腕
、
云
々
。

』
が

あ
る
。
是
よ
り
先
天
平
什
一
年
家
持
は
能
育
中
一巡
行

し
た
が
、
そ
の
三
月
に
は
悦
に
越
中
射
水
の
凶
府
に

邸
り
、
四
月
十
四
日
天
中
感
貨
と
改
元
せ
ら
れ
、
五

且
十
四
日
そ
の
官
て
能
慨
に
在
っ
た
時
、
識
人
の
英

珠
を
得
る
こ
と
を
知
っ
て
ゐ
た
か
ら
、
若
し
そ
れ
を

在
京
の
夫
人
に
贈
ら
ば
如
何
に
満
足
を
町
民
ひ
得
べ
き

か
を
想
像
し
て
之
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
鋸
珠

は
阿
古
屋
貝
の
中
に
恋
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
駄
に

跡
じ
た
辺
り
飽
珠
で
あ
ろ
。

シ
ラ
ト
リ
白
鳥

腿
応
制
限
の
内
の
小
字
。

シ
ラ
ト
リ
ジ
ン
ジ
ヤ
白
鳥
神
社

河
北
郡
津
幡

の
内
加
賀
爪
に
銀
座
す
る
。
三
代
民
録
貞
縦
十
八
年

七
月
切

一
目
白
鳥
耐
の
訓
位
を
踏
め
て
従
五
位
下
を

授
け
給
う
た
と
見
え
る
。
式
内
容
話
祉
担
に
は
、
『白

鳥
訓
祉
。
闘
史
記
紘
枇
也
。
引
上
庄
加
賀
爪
村
銀
座
o

mg白
鳥
明
前
4

祭
前
日
本
武
館
。
』
と
あ
り
、
里
俗

に
入
防
宮
と
も
加
到
爪
枇
と
も
い
う
た
。

シ
ラ
ネ
グ
サ
白
桜
草
一
加
。
金
鍔
の
俳
人
友

琴
引
者
。
延
間
以
八
年
山
添
六
兵
衛
彼
。
一
若
者
の
笑
母
に

射
す
る
迫
普
の
句
七
十
指
を
集
め
、
弧
峰
山
抗
姿
の

序
を
附
す
る
。
容
末
に
交
名
が
附
け
ら
れ
、
そ
の
句

数
千
四
十
除
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
そ
の
按
獄
で
あ

ら
う
。

四


